
創
刊
号

２
０
１
７
年
４
月
号

春
満
開

華
や
ぐ
雪
国

❷
・
❸

　

残
雪
と
花
々
を
愉
し
む
　

　
春
の
妖
精
カ
タ
ク
リ
、桜

　
ブ
ナ
林
、芝
桜

❹
・
❺　

　

特
集  

雪
あ
り
て
山
菜

　
自
然
の
恵
み
を
食
す

❻ 

魚
沼
の
人

　「
石
川
雲
蝶
の
足
跡
を
追
う
」

　
中
島
す
い
子
さ
ん

　

事
業
所
訪
問

　「
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
そ
ば
」

　一
般
財
団
法
人 

魚
沼
農
耕
舎

❼ 

西
山
三
十
三
番
観
音
巡
り

❽ 

越
後
魚
沼
マ
ッ
プ

魚
沼
市
・
十
日
町
市
・

津
南
町
・
南
魚
沼
市
・

湯
沢
町
そ
し
て
周
辺

【
写
真
】　

宮
澤
健
二
（
日
本
写
真
協
会
、
三
軌
会
所
属
）　

残
雪
の
鳥
甲
山
と

　
　
　
　

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
。
か
つ
て
鈴
木
牧
之
も
訪
れ
た
秋
山
郷
の
風
景
。

越後魚沼探訪
南魚沼・中魚沼・北魚沼エリアを行く
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待
ち
こ
が
れ
た
春
の
訪
れ
。

南
魚
沼
の
山
々
は
自
然
の
恵
み

に
満
ち
あ
ふ
れ
ま
す
。

　

雪
消
え
と
と
も
に
淡
い
色
で

咲
く
カ
タ
ク
リ
は
、
花
が
終
わ

る
と
跡
形
も
な
く
姿
を
消
し
て

し
ま
う
の
で
「
春
の
妖
精
」
と

も
。
多
彩
な
山
野
草
で
山
全
体

が
彩
ら
れ
る
六
万
騎
山
（
見
頃

４
月
上
旬
～
中
旬
）、
坂
戸
城

跡
か
ら
山
頂
ま
で
続
く
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
春
の
山
野
草

　

十
日
町
市
と
津
南
町
を
囲
む

丘
陵
地
帯
は
ブ
ナ
の
原
生
林
が

多
く
見
ら
れ
、
４
月
中
旬
か
ら

眩
し
い
新
緑
に
覆
わ
れ
ま
す
。

美
人
林
は
樹
齢
90
年
ほ
ど
の

が
満
喫
で
き
る
坂
戸
山
（
見
頃

４
月
上
旬
～
５
月
初
旬
）、
飯

綱
山
の
古
墳
群
を
覆
う
カ
タ
ク

リ
（
見
頃
４
月
中
旬
～
下
旬
）、

八
海
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
山
麓
駅

周
辺
（
見
頃
４
月
下
旬
～
５
月

初
旬
）
な
ど
が
見
ど
こ
ろ
。

　

４
月
15
日
か
ら
５
月
１
日
ま

で
の
毎
週
土
、
日
、
月
曜
日

は
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
の
バ
ス
ツ

ア
ー
も
行
わ
れ
ま
す
。（
主
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
六
日
町
観
光
協
会
☎

ス
ラ
リ
と
し
た
ブ
ナ
の
森
で
、

写
真
愛
好
家
に
人
気
の
高
い

ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
野
鳥

の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
12
月
ま

で
毎
月
、
探
鳥
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

日
本
三
大
峡
谷 

清
津
峡
と
、

秋
山
郷
の
中
津
川
渓
谷
で
は
、

新
緑
の
見
頃
は
４
月
下
旬
か
ら

５
月
中
旬
。
岩
肌
と
清
流
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
事
で
す
。

　

十
日
町
市
は
織
物
産
業
で
栄

え
た
と
こ
ろ
。５
月
３
日
は「
十

日
町
き
も
の
ま
つ
り
」
で
、
中

心
市
街
地
が
き
も
の
姿
で
溢
れ

ま
す
。

０
２
５
・
７
７
０
・
１
１
７
３
）

　

山
々
に
ま
だ
雪
が
残
る
４

月
、
雪
国
の
桜
は
一
斉
に
開
花

し
ま
す
。
各
地
で
春
の
訪
れ
を

喜
ぶ
祭
り
が
華
や
か
に
行
わ
れ

ま
す
。

※
花
の
見
頃
は
天
候
に
よ
り
変
動

〈
観
光
情
報
〉

南
魚
沼
市
観
光
協
会

☎
０
２
５
・
７
８
３
・
３
３
７
７

湯
沢
町
観
光
協
会

☎
０
２
５
・
７
８
５
・
５
５
０
５

　

津
南
町
と
長
野
県
栄
村
の
一

帯
に
展
開
す
る
「
苗
場
山
麓
ジ

オ
パ
ー
ク
」
で
は
、
中
津
川
渓

谷
入
口
の
「
石
落
し
」
な
ど
全

57
の
ジ
オ
サ
イ
ト
で
苗
場
山
の

火
山
活
動
や
、
日
本
一
の
河
岸

段
丘
な
ど
、
大
地
の
歴
史
を
目

の
当
た
り
に
で
き
ま
す
。

〈
観
光
情
報
〉

十
日
町
市
観
光
協
会

☎
０
２
５
・
７
５
０
・
１
２
７
７

津
南
町
観
光
協
会

☎
０
２
５
・
７
６
５
・
５
５
８
５

栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会

☎
０
２
５
・
７
６
７
・
２
２
０
２

南魚沼
エリア
南魚沼
エリア

中魚沼
エリア
中魚沼
エリア

坂戸山のカタクリ十日町市松之山の美人林　新緑は 4 月下旬頃から

六万騎山のカタクリ

上の原「お松の池」は桜の名所

湯沢高原

飯綱山のカタクリ

大崎ダムの鯉のぼり

花まつり
ゆざわ

津南町の河岸段丘に「段丘桜」

Ⓒ苗場山麓ジオパーク振興協議会
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魚
沼
市
は
、
花
と
緑
に
囲
ま

れ
た
ま
ち
。
Ｇ
Ｗ
ま
で
滑
れ
る

ス
キ
ー
場
や
万
年
雪
も
見
ら
れ

る
地
域
で
す
。

　

関
越
自
動
車
道
・
堀
之
内
イ

ン
タ
ー
近
く
「
根
小
屋
花
と
緑

と
雪
の
里
」
は
、
約
16
万
株
の

芝
桜
が
圧
巻
。
越
後
三
山
を
望

む
高
台
に
あ
り
ま
す
。
芝
桜
ま

つ
り
は
５
月
６
日
～
21
日
に
行

わ
れ
ま
す
。
開
花
状
況
は
天
候

に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。（
奥
只

見
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
都
市
公

園
管
理
本
部
事
務
所
浦
佐
管
理

事
務
所
）

☎
０
２
５
・
７
８
０
・
４
５
６
０
）

　

小
出
公
園
で
は
４
月
下
旬
頃

は
桜
が
、
５
月
中
旬
頃
は
山
つ

つ
じ
が
見
頃
と
な
り
ま
す
。

（
小
出
公
園
管
理
所 

☎
０
２
５

・
７
９
２
・
３
３
２
１
）。
入
広

瀬
の
鏡
ヶ
池
で
は
池
に
映
り
込
む

桜
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
道
の
駅
い
り
ひ
ろ
せ
☎
０
２
５
・

７
９
６
・
２
５
０
０
）

　

奥
只
見
湖
の
湖
上
遊
覧
は
５

月
下
旬
か
ら
運
行
。
奥
只
見
湖

は
貯
水
量
６
億
㎥
を
誇
る
巨
大

な
人
造
湖
で
、
山
並
み
が
湖
面

に
映
り
込
み
北
欧
を
思
わ
せ
る

光
景
が
楽
し
め
ま
す
。
尾
瀬
へ

の
入
口
、
尾
瀬
口
へ
の
定
期
船

は
６
月
１
日
か
ら
。

〈
観
光
情
報
〉

魚
沼
市
観
光
協
会

☎
０
２
５
・
７
９
２
・
７
３
０
０

北魚沼
エリア
北魚沼
エリア

十日町市松之山の美人林　新緑は 4 月下旬頃から

黄桜の丘桜まつり 4月29日

中津川渓谷「石落し」の柱状節理

日本三大峡谷
清津峡
清津峡渓谷トンネル

（4 月１日より営業）
☎ 025-763-4800

十日町きものまつり 5月3日鏡ヶ池の桜

奥只見湖遊覧船が行く

春スキーが楽しめる奥只見丸山スキー場

壮大な奥只見湖

大湯山菜まつり
5 月 21 日開催

絨毯が敷き詰められたように芝桜が咲き誇る

Ⓒ苗場山麓ジオパーク振興協議会

Ⓒ（社）十日町市観光協会
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雪
に
埋
も
れ
て
小
半
年
。
最
高
気
温
が
出
た
後
に
降

る
雪
を
「
初
雪
」、
降
り
積
も
っ
て
春
ま
で
在
る

雪
が「
根
雪
」で
す
。
地
上
に
降
り
積
も
っ
た
雪
の
嵩（
深

さ
）
を
「
積
雪
」、一
日
に
降
り
積
も
っ
た
量
を
「
降
雪
量
」、

と
呼
び
分
け
ま
す
。

　

降
雪
期
間
を
通
じ
て
、
一
日
の
降
雪
量
を
積
算
し
て
冬

期
間
全
体
の
雪
の
深
さ
を
指
し
ま
す
。
二
十
メ
ー
ト
ル
に

達
す
る
と
「
大
雪
」、
そ
の
半
分
程
度
な
ら
ば
「
小
雪
」

で
す
。
十
日
町
小
唄
は
「
一
夜
三
尺
、
一
日
五
尺
。
よ
く

も
こ
ん
な
に
積
も
る
わ
ね
」
と
歌
っ
て
い
ま
す
。

　
「
雪
は
恵
み
で
は
あ
る
が
公
平
に
降
る
も
の
で
は
な
い
。

屋
混
み
の
市
街
地
に
は
少
な
く
、
山
里
に
は
多
く
降
る
」。

私
た
ち
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

　

雪
の
恵
み
は
野
山
に
在
る
の
で
す
。
節
分
を
過
ぎ
雪
が

降
り
止
ん
で
春
分
を
過
ぎ
日
毎
に
日
射
し
が
強
ま
る
と
、

尾
根
と
沢
で
は
豊
富
な
雪
解
け
水
を
受
け
て
緑
が
一
斉
に

萌
え
出
し
ま
す
。

　

根
雪
が
全
て
消
え
る
「
雪
解
」
は
五
月
初
旬
で
す
。
こ

の
里
で
は
大
雪
の
春
は
「
青
物
（
あ
お
も
の
）」
が
豊
富

に
採
れ
る
、
と
昔
か
ら
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
山
野
の
植
生

の
内
、
食
用
に
す
る
物
が
青
物
で
す
。「
青
」
は
緑
色
を

指
す
だ
け
で
な
く
、
若
々
し
い
、
と
い
う
意
味
で
、
青
春

の
青
と
同
じ
で
す
。「
山
菜
（
さ
ん
さ
い
）」
は
近
年
に
云

わ
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。

　

蓄
え
て
い
た
越
冬
野
菜
が
底
を
尽
き
、
畠
作
の
野
菜
が

未
だ
育
た
な
い
こ
の
時
節
に
賜
る
天
然
の
野
菜
が
青
物
で

す
。
私
た
ち
は
こ
の
青
物
が
生
育
す
る
た
め
に
何
一
つ
手

を
差
し
伸
べ
ず
、
肥
料
も
遣
ら
ず
世
話
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
感
謝
し
て
採
取
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
遠
洋
漁
業
に

通
じ
て
い
る
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

山
菜
を
採
取
す
る
野
山
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
個
人
の
所

有
地
で
す
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
入
る
に
は
「
許
可
」
と
か

「
入
り
会
い
権
」
が
必
要
な
わ
け
で
す
が
、
所
有
者
の
多

く
は
自
領
に
他
者
が
入
る
こ
と
を
厳
し
く
監
督
規
制
し
て

は
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
入
り
会
い
地
へ
の
道
路
整
備
作

業
や
補
修
経
費
は
地
主
だ
け
で
な
く
、
広
く
地
元
の
人
々

も
分
担
し
て
い
る
か
ら
だ
、
と
云
え
ま
す
。

　
「
青
物
採
り
専
門
家
」
と
か
「
山
菜
の
プ
ロ
」
は
、
採

取
し
た
山
菜
を
出
荷
し
て
現
金
収
入
を
得
る
人
々
で
す
。

大
量
の
山
菜
は
自
領
で
採
る
も
の
で
、
余
所
の
地
で
は
採

ら
な
い
も
の
で
す
。
余
所
か
ら
入
っ
て
来
る
自
家
用
車
な

ど
、
外
部
の
人
が
野
山
に
入
る
の
を
見
つ
け
て
入
り
会
い

関
係
者
か
ど
う
か
を
地
元
の
人
が
問
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

山
菜
は
誰
が
採
っ
て
も
良
い
道
端
の
野
草
と
同
じ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
部
か
ら
来
た
方
は
入
り
会
い

権
を
持
つ
地
主
の
方
に
同
行
す
る
の
が
最
善
で
し
ょ
う
。

　

青
物
採
り
の
際
に
は
、
根
元
、
地
下
茎
を
損
傷
し
な
い

よ
う
に
叢
が
り
生
え
て
い
る
そ
の
周
辺
の
数
本
だ
け
を
採

り
ま
す
。
叢
生
の
中
心
部
の
芽
を
必
ず
残
し
ま
す
。
そ
の

植
物
の
種
を
保
存
す
る
た
め
で
す
。

　

ゼ
ン
マ
イ
は
「
裸
葉
（
ら
よ
う
）」
だ
け
取
り
、「
実
葉

（
じ
つ
よ
う
）」（
胞
子
葉
。
お
と
こ
ぜ
ん
ま
い
、
と
呼
び

　言葉は人、人は風土。物事の名は地方毎に異なります。一つの
植物には名付け親が幾人もいます。生育している土地の風土、す
なわち言葉と文化に基づいた呼び名が付きます。
　たとえば、十日町地方で云うスッカンボ、トトンボ、は、「酸っ
ばい棒」、「尖った棒」という意味だと思います。標準和名は「イ
タドリ」。痛みを取るとの薬効があるといわれています。別名には、
メイゲツソウ、タンジ、サイタナ、タジイ、サイタズマ。漢名は「虎
杖」「黄薬子」。呼び名が多様であることは広く知られて利用され
ていることに通じています。

　十日町地方でいうスッカシの標準和名は「スイバ」。別名スカ
ンポです。古名はスシ（酸味を持つの意）。酸っぱい葉、という
意味。言葉としてはスッカンボと同じ扱いを受けています。
　物事の姿形を知らなくとも名を知ることは存在を認めること、
由来と歴史を学ぶことです。「名」は、有益無益、推奨継承、を
現しています。毒草、薬草、山菜、の呼び名は、大自然に感謝す
る文化であると思います。毒草と毒茸は犠牲者の上に伝えられた
判定です。大切に受け継いで行きましょう。

玉川酒造

アサツキ

ソバナ

ソバナの花

エビラフジ

カタクリの花

カタクリ

コゴメ

オオバギボウシ

オオバギボウシの花 フキノトウの雄花

フキノトウの雌花

自然の恵みを食す
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魚
沼
地
域
を
特
徴
づ
け
る
傾
斜
地
に
連
な
る
棚

田
は
日
本
の
原
風
景
と
も
称
さ
れ
、
そ
の
美
し
さ

か
ら
多
く
の
人
々
の
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
棚

田
の
役
割
は
な
ん
と
い
っ
て
も
お
米
を
作
る
こ
と

で
す
が
、
棚
田
は
そ
れ
以
外
に
も
様
々
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

棚
田
の
あ
る
里
山
に
は
水
田
の
他
に
、
草
原
や

森
、
た
め
池
、
水
路
等
の
様
々
な
環
境
が
組
み
合

わ
さ
っ
た
複
雑
な
景
観
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
景
観
は
多
様
な
生
き
物
を
育
み
ま
す
。

水
田
や
た
め
池
、
水
路
は
カ
エ
ル
や
魚
の
住
み
家

と
な
り
、
そ
れ
を
目
当
て
に
キ
ツ
ネ
や
イ
タ
チ
等

が
集
ま
り
ま
す
。
棚
田
の
畦

に
は
山
菜
や
薬
草
を
含
む
多

様
な
植
物
が
生
育
し
ま
す
。

棚
田
に
暮
ら
す
人
々
は
こ
の

複
雑
な
景
観
が
育
む
自
然
の

恵
み
を
受
け
取
り
、
同
時
に

棚
田
の
管
理
を
通
じ
て
そ
れ

ら
が
生
息
し
や
す
い
環
境
を

維
持
し
て
き
ま
し
た
。
秋
の

恵
み
で
あ
る
お
米
の
稲
わ
ら

は
、縄
を
な
っ
た
り
、蓆
（
む

し
ろ
）
を
織
っ
た
り
、
わ
ら

ぐ
つ
な
ど
の
履
物
を
作
っ
た

り
す
る
な
ど
、
生
活
の

道
具
の
材
料
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

棚
田
に
暮
ら
す
人
々
は

決
し
て
自
然
か
ら
の
恵

み
を
全
て
採
集
せ
ず
、

恵
み
と
な
る
生
き
物
が

生
き
残
れ
る
よ
う
な
工

夫
を
し
、
得
ら
れ
た
恵

み
を
無
駄
な
く
利
用
し

て
き
ま
し
た
。自
然
の
厳
し
い
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、

人
々
は
自
然
と
調
和
し
た
、
資
源
を
無
駄
に
し
な

い
文
化
を
培
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

一
方
で
、
機
械
化
の
難
し
さ
や
た
め
池
等
の
維

持
に
か
か
る
手
間
、
耕
作
者
の
減
少
に
よ
り
、
棚

田
は
耕
作
放
棄
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
棚
田
の
消

失
は
棚
田
に
暮
ら
す
人
々
が
守
っ
て
き
た
風
景
、

文
化
、
自
然
の
消
失
も
意
味
し
て
い
ま
す
。
棚

田
の
美
し
い
風
景
を
守
る
に
は
、
棚
田
と
生
き
る

人
々
の
暮
ら
し
が
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
近
年
、
従
来
か
ら
棚
田
が
担
っ
て
い
た
役
割

に
加
え
、
観
光
資
源
や
環
境
教
育
の
場
、
心
を
癒

す
場
所
と
し
て
、
そ
の
存
在
が
見
直
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
棚
田
の
持
つ
様
々
な
役
割
を
再
認
識
、

再
発
見
し
、
そ
の
「
恵
み
」
を
糧
と
し
て
地
域
を

育
て
、
棚
田
と
暮
ら
す
素
晴
ら
し
さ
を
次
世
代
に

繋
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

里
山
科
学
館　
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

　
美
し
い
棚
田
が
育
む

　
人
・
文
化
・
自
然
・
地
域

ま
す
）は
採
り
ま
せ
ん
。「
タ
ラ
ノ
キ
」「
コ
シ
ア
ブ
ラ
」「
ハ

リ
ギ
リ
」
な
ど
は
幹
の
頂
の
芽
は
採
り
ま
せ
ん
。
糖
尿
病

を
抑
え
る
漢
方
薬
と
し
て
知
ら
れ
る
タ
ラ
ノ
キ
を
乱
獲
し

た
結
果
、
群
生
地
が
絶
滅
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

　

当
地
で
は
「
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
」
の
若
芽
を
「
キ
ノ
メ
」

と
呼
び
ま
す
。
関
東
関
西
で
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
若
芽
を
キ

ノ
メ
と
呼
び
ま
す
。
親
し
ま
れ
て
い
る
植
物
の
名
は
地
方

特
有
で
す
。

　

キ
ノ
メ
を
摘
む
際
に
は
、
雄
花
雌
花
を
損
傷
し
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
す
。「
ゼ
ン
マ
イ
」「
ト
リ
ア
シ
（
ト
リ
ア

シ
シ
ョ
ウ
マ
、
ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ
）」「
ワ
ラ
ビ
」
は
地

下
茎
を
傷
め
な
い
よ
う
に
柔
ら
か
く
伸
び
た
も
の
の
上
部

だ
け
を
採
り
ま
す
。

　

自
分
の
手
で
採
り
自
家
で
調
理
し
て
食
卓
に
載
せ
る
。

こ
の
信
頼
と
安
全
を
併
せ
持
つ
野
菜
が
春
の
青
物
で
す
。

青
物
採
り
の
重
要
点
は
、ま
ず
「
毒
草
を
知
る
こ
と
」

で
す
。
山
菜
と
混
生
し
て
い
た
り
、
姿
形
が
酷
似

し
て
い
る
も
の
を
識
別
す
る
こ
と
が
安
全
の
基
本
で
す
。

青
物
と
混
同
し
て
中
毒
す
る
毒
草
の
例
と
し
て
主
な
も
の

を
掲
げ
ま
す
。

　

コ
シ
ア
ブ
ラ
と
混
同
し
や
す
い
ウ
ル
シ
。
ウ
ル
イ
そ
っ

く
り
の
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
、
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
。
ノ
ビ
ル
や
ア
サ

ツ
キ
、
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
と
間
違
え
る
例
の
多
い
ス
イ
セ
ン
。

タ
チ
シ
オ
デ
や
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
と
混
同
し
や
す
い
ト
リ

カ
ブ
ト
。
セ
リ
と
間
違
え
や
す
い
ド
ク
ゼ
リ
。
梅
雨
時
に

庭
を
彩
る
ア
ジ
サ
イ
、
ス
ズ
ラ
ン
、
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
は

有
毒
埴
物
で
す
。
花
や
葉
を
食
卓
に
載
せ
る
こ
と
は
と
て

も
危
険
で
す
。

　

次
に
、山
菜
の
「
旬
を
知
る
こ
と
」、そ
し
て
「
調
理
法
」

を
知
る
こ
と
。

　

美
味
し
い
青
物
の
第
１
類
は
、
さ
っ
と
茹
で
て
冷
水
に

さ
ら
し
て
す
ぐ
に
食
べ
る
も
の
。
タ
チ
シ
オ
デ
、
キ
ノ
メ
、

ヨ
ツ
バ
ハ
ギ
、
ト
リ
ア
シ
シ
ョ
ウ
マ
、
ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ

マ
、
ミ
ツ
バ
、
ウ
コ
ギ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
タ
ラ
ノ
キ
、
ヤ

マ
フ
ジ
、
な
ど
。

　

第
２
類
は
、
山
菜
に
含
ま
れ
て
い
る
「
ア
ク
」、
す
な

わ
ち
渋
味
苦
味
を
除
去
す
る
た
め
に
前
処
理
を
要
す
る
も

の
。
フ
キ
、
ア
ザ
ミ
、
ワ
ラ
ビ
な
ど
。
家
庭
で
お
こ
な
う

「
ア
ク
抜
き
」
に
は
藁
を
焼
い
た
灰
を
ふ
り
か
け
て
熱
湯

を
注
ぐ
の
が
伝
統
的
処
方
で
す
が
、
最
近
は
藁
灰
に
代
え

て
「
重
曹
」（
重
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
重
炭
酸
ソ
ー
ダ
）

を
使
う
処
方
が
広
ま
り
ま
し
た
。

　

第
３
類
は
、
熱
湯
に
通
し
た
後
、
日
光
と
日
数
を
経
て

ア
ク
を
不
溶
性
に
変
成
さ
せ
る
も
の
。
ゼ
ン
マ
イ
と
ワ
ラ

ビ
が
こ
れ
で
す
。「
干
し
柿
」
を
作
る
工
程
に
通
じ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

文　

岡
田
征
六
（
十
日
町
市
中
条
在
住
）

　
　
　

写
真　

佐
藤
一
善
（
十
日
町
市
松
之
山
在
住
）

　
　
　

〃　

里
山
科
学
館
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

ナンブアザミ

モミジガサ

ヤブカンゾウの花

ヤブカンゾウ

イヌドウナ

トリアシショウマの花

ミツバ

ミツバアケビ（キノメ）の実

ミツバアケビ（キノメ）

ミツバアケビ（キノメ）

ウド

ワラビ

ゼンマイ（天日干し）

ゼンマイ

越後魚沼の厳しい雪の下で育った山菜— 自然の恵みを食す
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発
表
を
控

え
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
事
例
も

あ
る
。

　

こ
の
数

年
、
必
至

に
探
し
求
め
て
い
る
の
は
、
名

古
屋
あ
た
り
に
流
失
し
た
ら
し

い
六
歌
仙
を
描
い
た
大
作
の
欄

間
額
。
関
係
者
も
高
齢
な
の
で

何
と
か
早
く
と
気
持
ち
は
焦

り
、
思
い
余
っ
て
愛
知
県
知
事

と
、
名
古
屋
市
長
に
手
紙
を
し

た
た
め
た
と
い
う
。

　

情
熱
の
雲
蝶
ス
ト
ー
カ
ー
、

が
ん
ば
れ
!!

　
「
越
後
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
」

と
称
さ
れ
る
天
才
彫
刻
師
・
石

川
雲
蝶
の
作
品
と
人
柄
に
思
い

を
し
て
、
そ
の
足
跡
を
追
い
続

け
る
毎
日
で
あ
る
。

　

東
京
生
れ
、
若
い
日
に
バ
ス

ガ
イ
ド
と
し
て
全
国
の
観
光
地

を
回
る
。
縁
あ
っ
て
魚
沼
の
人

と
な
り
、
地
元
の
観
光
会
社
に

勤
務
。
そ
こ
か
ら
雲
蝶
と
の
係

わ
り
が
始
ま
る
。

　

バ
ス
ツ
ア
ー
の
添
乗
で
訪
れ

た
寺
で
雲
蝶
作
品
に
出
会
う
。

芸
術
的
な
興
味
と
い
う
よ
り

も
、
人
間
雲
蝶
に
魅
力
を
感
じ

た
の
だ
そ
う
で
、
そ
れ
が
今
日

ま
で
続
い
て
い
る
。

　

二
〇
一
二
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
六

日
町
観
光
協
会
主
催
の
「
石
川

雲
蝶
の
作
品
を
堪
能
す
る
バ
ス

ツ
ア
ー
」
専
属
ガ
イ
ド
を
務
め

る
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
一
五
年
に

「
全
国
地
旅
大
賞
」
特
別
賞
に

輝
い
た
。

　

一
四
年
春
に
『
私
の
恋
し
た

雲
蝶
さ
ま
』
を
初
出
版
。

　

こ
の
年
は
石
川
雲
蝶
生
誕

二
百
年
に
当
り
、
魚
沼
市
で
記

念
行
事
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の

中
で
古
美
術
鑑
定
家
の
中
島
誠

之
助
氏
に
面
会
し
、
励
ま
さ
れ

た
こ
と
が
不
退
転
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
を
決
心
さ
せ
た
。

　

一
五
年
に
入
り
、
作
品
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
制
作
や
講
演
会
を
始
め
る

な
ど
活
動
を
加
速
さ
せ
、
秋
に

は
「
南
魚
沼
雲
蝶
会
」
を
結
成

し
会
長
に
就
く
。

　

こ
の
頃
か
ら
、
魚
沼
地
域
に

は
寺
院
や
神
社
だ
け
で
な
く
民

家
に
も
雲
蝶
作
品
が
あ
る
こ
と

に
思
い
当
た
り
、
手
探
り
で
発

掘
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

六
点
を
探
し
当
て
た
。

　

魚
沼
の
人
た
ち
は
慎
み
深
く

て
、
自
ら
は
決
し
て
雲
蝶
作
品

が
在
る
な
ど
と
言
わ
な
い
。
仮

に
作
品
に
た
ど
り
着
い
て
も
、

　

魚
沼
市
の
旧
広
神
村
、
旧
守

門
村
、
旧
入
広
瀬
村
で
活
動
す

る
農
業
組
織
。
本
場
の
「
魚
沼

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
「
そ
ば
」

を
中
心
に
扱
う
。

　

破
あ
ぶ
る

間ま

川
の
上
中
流
域
一
帯
で

田
畑
約
千
枚
、
米
が
45
㌶
、
そ

ば
が
30
㌶
と

広
大
な
農
地

を
耕
し
て
い

る
。最
近
は
、

耕
作
者
が
い

な
く
な
っ
た

農
地
を
守
る

こ
と
も
年
々

多
く
な
っ
て

き
た
。　

　

お
い
し
い

「
魚
沼
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
」

を
創
り
出
す
努
力
を
怠
ら
な

い
。
長
年
、
肥
料
農
薬
の
抑
制

に
苦
労
し
て
き
た
結
果
、
九
割

以
上
を
新
潟
県
特
別
栽
培
農
産

物
の
認
証
を
受
け
る
ま
で
に

育
っ
た
。

　

山
あ
い
の
小
さ
な
田
ん
ぼ
が

多
く
、
管
理
は
大
変
だ
が
、
き

め
細
か
な
対
応
で
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。

　

品
質
を
保
つ
上
で
は
、
守
門

地
区
福
山
に
あ
る「
峠
の
雪
室
」

が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
保

存
能
力
は
玄
米
に
換
算
し
て
60

ト
ン
、
劣
化
を
防
ぎ
一
年
中
お

い
し
い
お
米
が
食
べ
ら
れ
る
原

動
力
だ
。
一
般
農
家
か
ら
の
依

頼
も
引
き
受
け
る
。

　

米
と
並
ぶ
農
耕
舎
の
主
力
商

品
が
「
そ
ば
」
で
あ
る
。

　

真
夏
の
種
ま
き
は
、
事
前
の

排
水
対
策
と
、
重
い
機
械
を
背

負
っ
て
の
体
力
勝
負
と
な
る
。

十
月
下
旬
頃
の
収
穫
を
楽
し
み

に
、
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
腕
の
見

せ
所
と
い
う
。

　

自
社
製
粉
に
よ
る
そ
ば
粉
を

業
務
店
に
卸
し
取
引
店
を
増
や

し
て
い
る
。
ま
た
乾
麺
や
、
さ

ら
に
昨
年
夏
か
ら
は
パ
ス
タ
も

発
売
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
魚
沼
そ
ば
パ
ス
タ
」

は
開
発
に
二
年
を
要
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
食
べ
方
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
工
夫
し
て
人
気
商
品
に

育
っ
て
い
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
出
身
地
が
、
神

奈
川
、
青
森
、
福
岡
な
ど
各
地

か
ら
広
く
集
ま
っ
て
い
る
の
も

特
徴
か
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
こ
の

地
域
の
自
然
風
土
に
親
し
み
を

感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　

神
奈
川
出
身
の
金
子
芳
博
さ

ん
が
言
う
。「
二
十
年
前
に
こ

ち
ら
に
来
ま
し
た
。
雪
は
大
変

で
は
な
か
っ
た
で
す
よ
。
む
し

ろ
雪
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
四
季
の

魅
力
と
、
活
き
活
き
し
た
生
活

が
楽
し
め
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
各
地
か
ら
の
農
業
体

験
の
受
入
に
も
親
切
に
対
応
し

て
喜
ば
れ
て
い
る
。

■
特
別
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

担
当
者
小
島
綾
子
さ
ん
イ
チ

オ
シ
、
自
慢
の
「
魚
沼
そ
ば
パ

ス
タ
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
!!

　

７
ペ
ー
ジ
に
記
載
の
編
集
部

宛
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
『
謎
の
天
才
彫
り
師
』
と
か
『
越
後
の
ミ
ケ
ラ

ン
ジ
ェ
ロ
』
な
ど
と
呼
ば
れ
、
何
世
紀
に
一
人
現

れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
神
業
的
な
作
品
を
作

り
置
き
し
て
い
る
石
川
雲
蝶
。
作
品
の
み
な
ら
ず

彼
の
人
と
な
り
ま
で
も
知
り
た
い
と
思
う
の
は
私

だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

雲
蝶
が
彫
り
師
と
し
て
の
技
術
を
遺
憾
な
く
発

揮
す
る
た
め
に
は
、
そ
う
さ
せ
て
く
れ
る
周
囲
の

環
境
が
な
い
と
、
ど
ん
な
腕
も
宝
の
持
ち
腐
れ
で

あ
る
。
そ
の
点
、
こ
の
豪
雪
の
地
で
村
人
と
の
交

流
の
中
で
生
き
る
事
は
、
雲
蝶
に
と
っ
て
最
高
の

環
境
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

魚
沼
で
彫
り
上
げ
た
作
品
群
は
現
代
人
を
魅
了

し
、
人
々
は
「
問
答
無
用
の
素
晴
ら
し
さ
」
だ
と

絶
賛
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
圧
倒
す
る
よ
う
な
豪

快
な
深
彫
り
で
も
な
く
、
貴

重
な
岩
絵
の
具
を
惜
し
げ

も
な
く
使
い
施
し
た
も
の

で
も
な
い
、
人
々
と
の
交
流

の
中
で
遺
し
た
律
儀
な
雲

蝶
を
物
語
る
作
品
が
あ
る
。

　

一
般
に
は
公
開
さ
れ
て

い
な
い
、
ま
だ
誰
の
目
に
も

触
れ
て
い
な
い
、
雲
蝶
が

村
人
と
交
流
を
重
ね
た
証

と
な
る
作
品
が
ま
だ
多
く

残
っ
て
い
る
の
だ
。　
　

　

子
孫
が
ひ
っ
そ
り
と
守

り
通
し
て
い

る
、
そ
ん
な

隠
れ
た
作
品

を
掘
り
起

し
、
代
表
作

と
同
じ
よ
う

に
陽
の
光
を

当
て
た
い
と

二
年
続
き
で

山
の
麓
の
小
さ
な
集
落
を
訪
ね
歩
い
て
い
る
。

　

な
ん
と
有
り
難
い
こ
と
だ
ろ
う
!!　

探
し
出
し

た
作
品
は
先
祖
の
言
い
伝
え
と
共
に
、
確
実
に
子

孫
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ぞ
私
の
役
得
と
感

謝
し
て
い
る
。

　

今
回
紹
介
す
る
作
品
は
、
西
福
寺
の
檀
家
の
お

宅
で
今
の
建
具
に
は
サ
イ
ズ
が
合
わ
ず
、
ず
っ
と

蔵
の
中
で
眠
っ
て
い
た
四
本
障
子
で
あ
る
。

　

障
子
の
桟
は
余
り
に
も
細
く
繊
細
で
、
百
六
十

年
も
経
っ
て
い
る
た
め
破
損
し
て
い
る
部
分
も
多

い
が
、
細
か
な
所
に
ま
で
丁
寧
な
仕
上
げ
を
施
し

て
い
る
の
は
、
さ
す
が
雲
蝶
。

　

こ
の
家
の
ケ
ヤ
キ
の
大
木
を
切
り
倒
し
、
西
福

寺
に
寄
進
す
る
作
品
を
彫
っ
て
い
た
雲
蝶
が
寝
泊

ま
り
し
た
と
い
う
こ
の
お
宅
。
そ
の
時
期
に
写
真

の
四
本
障
子
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
の
だ
と
当
主
は

語
っ
て
お
ら
れ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
雲
蝶
追
っ
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
す
い
子

事業所
訪問◦

一般財団法人 魚沼農耕舎
理事長　湯本　　智 

〒946-0216 新潟県魚沼市須原20-5
TEL025-797-2255 FAX025-797-2562

魚
沼
の
人  

― 

石
川
雲
蝶
の
足
跡
を
追
う 

―
観
光
バ
ス
ガ
イ
ド

中
島
す
い
子 

さ
ん

（62）

南
魚
沼
市
君
帰
在
住

小
島
さ
ん

金
子
さ
ん
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本
紙
発
刊
に
あ
た
っ
て

　

江
戸
末
期
の
塩
沢
の
文
人
、

鈴
木
牧ぼ

く

之し

は
『
北
越
雪
譜
』
を

著
し
て
雪
国
の
姿
を
江
戸
に
知

ら
し
め
ま
し
た
。
そ
こ
に
曰
く

「
雪
中
に
糸
と
な
し
、
雪
中
に

織
り
、
雪
水
に
そ
そ
ぎ
、
雪
上

に
晒
す
。
雪
あ
り
て
縮
あ
り
、

さ
れ
ば
越
後
縮
は
雪
と
人
と
気

力
相
半
ば
し
て
、
名
産
の
名
あ

り
。
魚
沼
郡
の
雪
は
縮
の
親
と

い
ふ
べ
し
」　

　

こ
の
中
か
ら
紙
名
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
こ
の
エ
リ
ア
は
、
織

物
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
事
柄
が

「
雪
あ
り
て
」
こ
そ
語
れ
る
魅

力
に
溢
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

新
潟
県
の
南
部
、
魚
沼
地
域

は
日
本
一
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
本

場
と
し
て
有
名
で
、
こ
れ
だ
け

の
人
口
規
模
が
あ
り
な
が
ら
、

こ
れ
ほ
ど
に
雪
の
深
い
場
所
は

世
界
に
類
を
見
な
い
と
い
わ
れ

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
か
つ
て
「
南
」

魚
沼
、「
中
」
魚
沼
、「
北
」
魚

沼
と
呼
ば
れ
た
三
つ
の
エ
リ
ア

を
総
じ
て
、「
越
後
魚
沼
地
域
」

と
称
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

「
南
」�

魚
沼
は
現
在
の
、
南
魚

沼
市
と
湯
沢
町
で
す
。

「
中
」�

魚
沼
は
現
在
の
、
十
日

町
市
と
津
南
町
で
す
。

「
北
」�

魚
沼
は
現
在
の
、
魚
沼

市
で
す
。

　

こ
れ
に
、
か
つ
て
は
中
魚
沼

に
含
ま
れ
た
小
千
谷
市
南
部
地

域
と
、
鈴
木
牧
之
に
所
縁
の
秋

山
郷
を
含
め
た
地
域
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
を
舞
台
と
し

て
自
然
風
土
、
歴
史
文
化
、
産

業
、
ま
ち
づ
く
り
等
の
情
報
発

信
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

本
紙
は
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

で
す
。
配
置
し
て
あ
る
場
所
で

お
手
に
と
っ
て
、
お
持
ち
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

隔
月
刊
で
、
偶
数
月
に
発
行

さ
れ
ま
す
。

　

二
万
五
千
部
を
超
え
る
部
数

を
、
越
後
魚
沼
地
域
と
、
関
係

の
深
い
東
京
方
面
等
に
も
届
け

て
参
り
ま
す
。

　

創
刊
号
は
如
何
で
ご
ざ
い
ま

し
た
か
。
今
後
と
も
ご
愛
読
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
感
想
な
ど
お
寄
せ

く
だ
さ
い
ま
す
な
ら
励
み
と
な

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　

編
集
長　

村
山　

久
夫

⃝

編
集
部

〒
９
４
８・０
０
６
５

新
潟
県
十
日
町
市
高
田
町
三
丁
目
東
３
０
４

株
式
会
社
み
ら
い
内

⃝

メ
ー
ル　

yukiarite@
gm

ail.com
⃝

発
行
所

北
越
印
刷
株
式
会
社  

六
日
町
営
業
所

〒
９
４
９
・
６
６
８
０

新
潟
県
南
魚
沼
市
六
日
町
４
７
９
番
地
３

テ
ル
エ
ル
ク
ボ
タ
ビ
ル 

３
Ｆ

☎
０
２
５
・
７
８
８
・
０
８
９
１

　

日
本
三
大
奇
祭
の
ひ
と
つ

と
い
わ
れ
る
浦
佐
の
「
裸
押

合
大
祭
」。
そ
の
寺
の
裏
山

を
歩
く
。

　

ざ
っ
と
二
百
六
十
年
程

前
、
普
光
寺
住
職
弘
賢
僧
正

が
西
国
三
十
三
番
巡
り
か
ら

土
を
持
ち
帰
り
、
霊
場
を
再

現
し
た
の
が
始
ま
り
と
い

う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
観
音
様
は
旧

浦
佐
村
の
家
が
代
々
お
守
り

し
て
き
た
。
晩
春
に
は
、
決

ま
っ
た
日
に
一
斉
に
山
に
入

り
、
各
々
が
割
り
当
て
の
道

普
請
を
す
る
。
前
の
観
音
様

か
ら
自
分
の
家
の
観
音
様
ま

で
の
山
道
を
整
備
す
る
の
で

あ
る
。距
離
の
長
い
短
い
や
、

登
り
口
や
山
頂
と
い
う
家
も

あ
る
。
不
公
平
の
よ
う
だ
が
、

地
域
の
助
け
合
い
で
保
た
れ

て
来
た
。

　

コ
ー
ス
は
沢
登
り
か
ら
始

ま
る
。
夏
で
も
長
靴
の
方
が

い
い
よ
う
だ
。

　

頭
上
の
岩
を
え
ぐ
っ
て
安

置
さ
れ
た
石
仏
、
石
を
組
み

上
げ
て
祀
ら
れ
た
石
仏
、
雪

に
備
え
て
し
っ
か
り
と
屋
根

を
構
え
た
石
仏
、
眼
下
を
見

下
ろ
す
場
所
の
石
仏
。
そ
れ

ぞ
れ
に
守
り
続
け
て
き
た
人

た
ち
の
心
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

喧
騒
か
ら
離
れ
て
緑
陰
の

中
を
歩
き
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、

ソ
バ
ナ
、
ウ
ツ
ボ
グ
サ
、
ヤ

マ
ユ
リ
な
ど
を
見
な
が
ら
の

観
音
巡
り
は
心
楽
し
い
こ
と

で
あ
る
。

　
　
　
　
　

　
北
越
雪
譜
と
鈴
木
牧
之

　

本
紙
の
紙
名
「
雪
あ
り
て
」
は
、『
北
越
雪
譜
』

の
一
く
だ
り
か
ら
採
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
著
者
鈴
木
牧
之
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

牧
之
は
、
三
国
街
道
塩
沢
宿
（
現
牧
之
通
り
）

に
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
生
ま
れ
、
天

保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
七
三
才
で
没
し
ま

し
た
。
本
名
は
儀
三
治
、
牧
之
は
俳
号
で
す
。

　

牧
之
の
家
は
鈴
木
屋
と
い
い
、
家
業
は
地
主
兼

商
人
で
し
た
。
牧
之
が
若
い
こ
ろ
は
、
名
産
の

縮
の
商
売
を
し
て
お
り
、
牧
之
も
一
九
才
の
時
、

八
十
反
の
縮
を
背
負
っ
て
三
国
峠
を
越
え
て
江

戸
に
商
い
に
行
き
ま
し
た
。
あ
い
に
く
そ
の
年

の
夏
は
涼
し
く
て
、
商
い
は
思
う
よ
う
に
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
江
戸
滞
在
中
、
名
所
を
訪
ね
、

ま
た
書
家
の
沢
田
東
江
の

塾
に
入
り
、
書
を
習
い
ま

し
た
。

　

江
戸
で
の
滞
在
と
そ
の

後
の
文
人
と
の
交
流
で
、

江
戸
で
は
「
雪
・
月
・
花
」

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
雪
は
詩
歌
の
題
材
や
愛

で
る
対
象
で
あ
り
、
雪
が
降
る
と
、
芸
者
を
連
れ

て
雪
見
の
船
を
楽
し
む
、
茶
会
を
催
し
て
特
別
な

客
を
招
く
と
い
う
話
を
知
る
の
で
す
。
一
年
の
半

分
を
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
き
た
牧
之
に
と
っ
て
は
、

そ
れ
は
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。こ
れ
が
、

雪
国
の
話
を
執
筆
し
よ
う
と
い
う
思
い
に
結
実
し

た
の
で
す
。

　

二
十
才
の
時
、父
か
ら
家
業
を
譲
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
こ
ろ
は
毎
年
二
十
、三
十
両
の
不
足
を
来
す

経
営
で
し
た
。
し
ば
ら
く
学
芸
・
風
流
を
離
れ
、

家
業
に
専
念
、
そ
の
後
昼
は
家
業
、
夜
は
執
筆
と

い
う
日
々
に
な
り
ま
し
た
。

　
『
北
越
雪
譜
』
は
七
冊
か
ら
な
り
一
二
五
話
が

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
牧
之
は
、
現
地
を
訪
ね
、

話
を
聞
き
、
文
献
を
読
み
、
史
実
に
基
づ
い
て
筆

を
す
す
め
ま
し
た
。
出
版
さ
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち

評
判
に
な
り
ま
し
た
。
読
み
物
に
あ
ふ
れ
る
江
戸

で
、
雪
国
の
話
は
江
戸
人
の
興
味
を
ひ
い
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
江
戸
だ
け
で
な
く
古
今
東
西
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

話
の
内
容
は
、
雪
に
ま
つ
わ
る
風
物
、
雪
が
あ

る
ゆ
え
の
悲
し
い
出
来
事
・
艱
難
辛
苦
、
雪
に
よ

る
恩
恵
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
牧
之

が
四
十
年
余
を
か
け
て
『
北
越
雪
譜
』
の
中
で
伝

え
た
か
っ
た
の
は
、
雪
中
に
生
ま
れ
、
雪
中
に
暮

ら
し
、
雪
中
に
一
生
を
終
え
る
人
々
の
生
き
様
で

し
た
。

　
　
　
　

南
魚
沼
市
文
化
財
保
護
審
議
会 
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

笛
木
孝
雄

大雪の年は雪の下をくぐって進むことも

一番ごとにお参りして巡る

木に守られて鎮座する石仏

眺めのよい場所で小休止

時期にはヤマユリが咲く

西
山
三
十
三
番
観
音
巡
り

　
　
　
　
　
　
　   
浦
佐 
吉
祥
山
普
光
寺
裏
山



濃

川

信

破
間　
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奥只見湖
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252
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253

291

291

291

252

352

352
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117

只見線

上
越
線

上越線

上
越
線

飯山
線

飯
山
線

ほくほく線

ほくほく線

上
越
新
幹
線
線

関
越
自
動
車
道

塩沢石打 IC

六日町 IC

大和町
スマート IC

小出 IC

堀之内 IC
越後川口 IC

湯沢 IC

こいで

えちごひろせ

えちごすはら

かみじょう

いりひろせ

おおしらかわ

やぶかみ

うおぬまたなか

えちご
ほりのうち

えちご
かわぐち

やいろ

うらさ

いつかまち

むいかまち

しおざわ

おおさわ

うおぬま
きゅうりょう

いしうち

えちご
ゆざわ

ガーラゆざわ

いわっぱら
すきーじょうまえ
なかざと

つちたる

えちご
たなか

あしだきもりみやのはら

よこくら

ひらたき

つなん

えちごたざわえちご
しかわたり

えちごみずさわ

どいち

みさしま
しんざ

うおぬま
なかじょう

とおかまち
まつだい

しなの
しらとり

南魚沼市役所

魚沼市役所

十日町
市役所

津南町役場

湯沢町役場

げじょう

湯沢町

栄村

津南町
長野県

秋

山

郷

十日町市

南魚沼市

魚沼市小千谷市

トミオカ
ホワイト美術館

鈴木牧之記念館

十日町市博物館

雪国館

至高崎

至みなかみ

至志賀高原

至長野

至飯山

至柏崎

至長岡

至新潟

至只見町

至新潟

至小千谷

至上越

至東京

至東京

玉川酒造

「森の学校」
キョロロ

岩沢
旧 川口町真人町

松之山温泉

巻機山
1967m

日本百名山

苗場山
2145m

日本百名山

鳥甲山
2038m

日本二百名山

佐武流山
2192m

日本二百名山

八海山
1778m

日本二百名山

中ノ岳
2085m

日本二百名山

荒沢岳
1969m

日本二百名山

守門岳
1537m

日本二百名山

浅草岳
1585m

日本三百名山

越後駒ヶ岳
2003m

日本百名山

坂戸山
634m

まつだい
ふるさと会館

 瀬替えの郷せんだ

クロステン

南魚沼

みつまた

いりひろせ

ゆのたに

信越
さかえ 白瀧酒造

青木酒造

八海醸造

魚沼酒造

松乃井酒造場

髙千代酒造

緑川酒造

津南醸造

苗場酒造
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越後魚沼探訪
南魚沼・中魚沼・北魚沼エリアを行く

八
海
醸
造

　

代
表
銘
柄
【
八
海
山 

は
っ
か
い
さ
ん

】

創
業　

大
正
11
年
（
１
９
２
２
年
）

住
所　

新
潟
県
南
魚
沼
市
長
森
１
０
５
１

電
話　

０
２
５
・
７
７
５
・
３
１
２
１

青
木
酒
造

　

代
表
銘
柄
【
鶴
齢 

か
く
れ
い

】

創
業　

享
保
２
年
（
１
７
１
７
年
）

住
所　

新
潟
県
南
魚
沼
市
塩
沢
１
２
１
４

電
話　

０
２
５
・
７
８
２
・
０
０
２
３

髙
千
代
酒
造

　

代
表
銘
柄
【
高
千
代 

た
か
ち
よ

】

創
業　

明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）

住
所　

新
潟
県
南
魚
沼
市
長
崎
３
２
８
―
１

電
話　

０
２
５
・
７
８
２
・
０
５
０
７

白
瀧
酒
造

　

代
表
銘
柄
【
上
善
水
如 

じ
ょ
う
ぜ
ん
み
ず
の
ご
と
し

】

創
業　

安
政
２
年
（
１
８
５
５
年
）

住
所　

新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
湯
沢
２
６
４
０

電
話　

０
２
５
・
７
８
４
・
３
４
４
３

緑
川
酒
造

　

代
表
銘
柄
【
緑
川 

み
ど
り
か
わ

】

創
業　

明
治
17
年
（
１
８
８
４
年
）

住
所　

新
潟
県
魚
沼
市
青
島
４
０
１
５
―
１

電
話　

０
２
５
・
７
９
２
・
２
１
１
７

玉
川
酒
造

　

代
表
銘
柄
【
玉
風
味 

た
ま
ふ
う
み

】

創
業　

延
宝
元
年
（
１
６
７
３
年
）

住
所　

新
潟
県
魚
沼
市
須
原
１
６
４
３

電
話　

０
２
５
・
７
９
７
・
２
０
１
７

雪
あ
り
て
美
酒
あ
り

山
々
か
ら
流
れ
出
す
雪
融
け
水
は
清
冽
な
伏
流
水
と
な

り
、
酒
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
仕
込
み
水
と
な
り
ま
す
。

雪
は
低
温
長
期
発
酵
に
最
適
な
環
境
を
生
み
、
高
品
質
な

清
酒
を
醸
し
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
旬
を
迎
え
る

雪
国
の
山
野
菜
と
共
に
味
わ
う
魚
沼
の
酒
は
格
別
で
す
。

越後三山（駒ヶ岳、中ノ岳、八海山）
春から初夏にかけて、越後三山に現れる残雪の
模様「雪形」は、かつて農作業の開始を知らせ
る暦代わりでした。駒ヶ岳に駒（農耕馬）が現
れるころ、里は田植えの最盛期を迎えます。

魚
沼
酒
造

　

代
表
銘
柄
【
天
神
囃
子 

て
ん
じ
ん
ば
や
し

】

創
業　

明
治
６
年
（
１
８
７
３
年
）

住
所　

新
潟
県
十
日
町
市
中
条
丙
１
２
７
６

電
話　

０
２
５
・
７
５
２
・
３
０
１
７

松
乃
井
酒
造
場

　

代
表
銘
柄
【
松
乃
井 

ま
つ
の
い

】

創
業　

明
治
29
年
（
１
８
９
６
年
）

住
所　

新
潟
県
十
日
町
市
上
野
甲
５
０
―
１

電
話　

０
２
５
・
７
６
８
・
２
０
４
７

苗
場
酒
造

　

代
表
銘
柄
【
苗
場
山 

な
え
ば
さ
ん

】

創
業　

明
治
40
年
（
１
９
０
７
年
）

住
所　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
下
船
渡
戊
５
５
５

電
話　

０
２
５
・
７
６
５
・
２
０
１
１

津
南
醸
造

　

代
表
銘
柄
【
霧
の
塔 

き
り
の
と
う

】

創
業　

昭
和
29
年
（
１
９
５
４
年
）

住
所　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
秋
成
７
１
４
１

電
話　

０
２
５
・
７
６
５
・
５
２
５
２

�六万騎山
�坂戸山
�飯縄山
�八海山ロープウェー
�大崎ダムの鯉のぼり
��お松の池
�湯沢高原
��湯沢中央公園

�美人林
�清津峡
�苗場山麓ジオパーク
�黄桜の丘
��段丘桜
�根小屋花と緑と雪の里
��小出公園
��鏡ヶ池
�奥只見湖
�魚沼農耕舎
�浦佐 普光寺

Aいなもと
B湯沢中里スキー場
Cベルナティオ
D石打ユングパルナス
E龍言
F魚沼市小出郷文化会館
G�津南観光物産館
Hちとせ
I木の芽坂
Jマリアージュタカラ

Kレストラン雪国
L十日町小嶋屋
M清津館
N由屋
O神宮寺
Pゆもとかん
Q寿寿
R竜神の館
S千年の湯

酒蔵の情報は新潟県酒造組合の公式サイト（URL http://www.niigata-sake.or.jp/）を
参照させていただきました。




